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Ⅰ はじめに 














































































和 23 年の指導要録では，「態度」が 2 番目である。




登場した。平成 3 年の指導要録では，1 番目になり，
「意欲」が追加され「算数への関心・意欲・態度」
となった。 
 中学校において，昭和 24 年の指導要録では，3 番
目に「実際場面において正確に数学的な技能を使用







 「数学的な考え方」は，概ね 2 番目に位置してい
表-1 算数・数学科の評価の観点の変遷 






















































































 昭和 30 年の指導要録では，「洞察」「思考」となっ
ており，「数学的な考え方」に連なるものと考えられ
る。 










































S46 知識・理解 技能 数学的な考
え方 
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３．昭和 33 年学習指導要領との関係 
 学習指導要領では，小学校と中学校の目標が対応
するように記載されるようになった。「数学的な考え




















































































































































































































































 平成 3 年の指導要録では，「態度」の観点が 1 番
目になり，学力として「態度」面がより一層強調さ
れることになったが，既に昭和 23・24 年の指導要






































































（2020 年 10 月 2 日受付） 
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